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またぐ看板 
******************************************************************************** 
[1]概要 
看板は店の顔。 
その看板に、現実の世界とネットの世界を「またぐ」機能を付与し、現実の世界では人の

移動でしか取得できない情報を、ネットの世界にまたがることで、遠隔地でも情報を取得

可能とする。 
(別紙「またぐ看板イメージ図」参照) 
 
[2]システム 
店先の看板の照明 ON/OFF 切り替えをトリガーに、看板側からサーバに、看板の照明
ON/OFF情報(開店情報)を送信する。 
また、当該店のスタッフが店のプロフィール(看板画像、店種別、営業時間、商品、住所、
イベント情報等)を看板側に記録し、サーバは店の情報を看板側からダウンロードし、店情
報をネットの世界に配信する。 
クライアントは、サーバから情報を取得することにより、情報を閲覧する。 
 
[3]サービス方法 
<専用装置でのサービス> 
街の入り口や、中心となる公園等に、専用の閲覧装置を設置し、ユーザは閲覧装置の操作

により、閲覧装置の電子地図上に表示された店の情報(看板 ON/OFF確認による現在の開店
情報、プロフィール)を閲覧する。 
 
<ブラウザでのサービス> 
モバイル端末や PCのブラウザソフトで、サーバから情報をダウンロードし、ブラウザ上ま
たは、ダウンロードしたファイルにより、電子地図上に表示された店の情報(看板 ON/OFF
確認による現在の開店情報、プロフィール)を閲覧する。 
 
<ナビゲーションシステムでのサービス> 
ナビゲーションシステムで、サーバから情報をダウンロードし、ナビゲーションシステム

の電子地図上に表示された店の情報(看板 ON/OFF確認による現在の開店情報、プロフィー
ル)を閲覧する。 
 
[4]オプション 
カテゴリ別フィルタリング機能 



電子地図による店までのナビ機能 
店の予約 
店の客収容状況の表示 
カテゴリ別リスト表示 
店検索機能 
 
[5]利用シーン例 
・急に体調が悪くなった時、現在開いている病院を探し、場所の確認、受付終了時間の確

認、予約等を行う。 
・自動車運転中、ナビゲーションシステムで、現在開いているガソリンスタンドを探す。 
・昼食時、客の収容状況を確認し、席が空いている店を探す。 
・はしご 3軒目の深夜 2時、もう一軒開いてる居酒屋を探す。 
 



 


